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はない．」「調査時点である平成 17 年の高齢化率 20.1%















































































































の中から地域特性をふまえ，A 市及び B 市において調
査を実施することとした．
なお，A 市・B 市の概況であるが，A 市は人口 50 万





































































次に B 市の結果は表 2 のとおりである．
















施設・在宅をあわせると，B 市高齢者人口 11,856 人（住






































（0.75％）に比べ 3 分の 1，総人口比（0.49％）と比較

















設等調査に基づく推計値と，A 市及び B 市における実






















まず総人口の増減であるが，1950 年当時の 20-24 歳人









「0-17 歳の者は，65 歳を迎えるまでに 88% となり，そ





































































把握済みの高齢知的障害者 6.7 万人に対し，12.3 万人が
未把握（うち施設 3.0 万人，在宅 9.3 万人）という結果
となる（図 4）．
図４　各年齢階層の人口減少（対 0-19（0-17）歳比）

























































































































































る高齢知的障害者は，A 市で 74 名中 49 名（66.2%），B




















































きである．2014 年 1 月，わが国は「障害者の権利に関
する条約」（Convention on the Rights of Persons with 
Disabilities, 以下「障害者権利条約」という．）の批准書








































最後に，高齢社会対策基本法（平成 7 年法律 129 号）
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